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 In this study, several types of events including disaster mitigation trainings in a small privately owned public space 
called chibikko-hiroba  in Kyoto was conducted, and the evaluation on the event was carried out through questionnaire 
survey of the neigbourhood residents. From the analysis of the survey results, it was concluded that there is importance 
of enhancement of learning and valuable experience contents to increase the participation willingness to the disaster 
mitigation training events. It is also fond that learning and valuable experience enhance the female and the eldery 
people’s  participation willingness, and funness and sense of communication enhance the participation willingness of  
the male participants. 






























































































































































































































図4  潜在変数スコアと総合評価の平均得点グラフ（標準化後） 
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(5)	 実施イベントに対する評価構造の母集団間の比較	 
	 実施イベントの評価構造モデルに見られるパス係数について、性別、年齢によって母集団を分け比較を行
った。特に、「体験学習効果」「娯楽交流性」が総合評価に与える総合効果を中心に比較を行った。 
a)	 性別による比較	 
	 性別による総合評価の比較を示したものを表5に示す。 
①娯楽交流性が高める男性の参加意欲：男性の総合効果に着目すると「娯楽交流性」から「参加意欲」への
総合効果が「体験学習効果」から「参加意欲」への総合効果より大きい。このことより男性はイベントが
娯楽交流を有することが参加意欲につながり、参加することにより運営参加意欲につながることがわかる。 
②体験学習性が高める女性の娯楽交流性：女性の総合効果に着目すると「体験学習効果」から「娯楽交流性」
への総合効果が大きな値を示している。「参加意欲」から「運営参加」への総合効果を見てみると男性が
大きいことがわかる。このことより女性は、体験学習を有することでイベントの娯楽交流を高め、男性に
比べると参加意欲が運営意欲につながるわけではないということがわかった。 
③性別による比較から見た課題：以上から、多くの住民に参加してもらうためには男性の参加者を増やすよ
うに娯楽交流性の効果が高いイベントを行っていくことが重要である。同時に、女性の参加者を増やすた
めには体験学習効果のあるイベントにしていくことが重要である。 
b)	 年齢による比較	 
	 年齢毎の総合評価を比較したものを表6に示す。20歳から60歳、60歳以上の2つの集団で解析を行った。 
①体験学習性が高める高齢者による評価：60歳以上の集団では、20歳から60歳以上の集団と比べ、「体験学
習効果」から「社会的評価」と「娯楽交流性」への総合効果が大きな値を示している。つまり高齢者の評
価では体験学習効果を含んだイベントがより社会的に評価できるものであり、CHでの娯楽交流に強くつ
ながるものであるとわかる。 
②世代に関わらず参加意欲を高める娯楽交流性：「娯楽交流性」から「参加意欲」への総合効果を比較する
と、世代にかかわらず高い値を示している。イベントに娯楽交流を感じることは、世代を問わず参加意欲
につながることがわかった。 
③年齢による比較から見た課題：以上より、世代間に関わらず娯楽交流性を高めること、また特に高齢者で
は、体験学習効果を取り入れたイベントの企画が有効であることが分かった。 
 
６．防災イベントを含む活動に対する近隣住民の評価構造  
 
	 本研究では、京都市における自主管理型小広場「ちびっこひろば」の一つである「壬生オアシスガーデン」
で実際に複数のイベントを行い、過去に行った仮想イベントに対する住民の評価構造と比較することで、実
施イベントに対する住民の評価構造の特徴を明らかした。また、同じ評価構造を用いて多母集団同時解析を
行うことにより、ちびっこひろばを小規模防災・コミュニティ広場として利活用する際の課題を知るため以
下のことを行った。まず実施イベントと仮想イベントに対して多母集団同時解析を行い、実施イベントに対
する住民の意識と仮想イベントの場合とを比較した。次に実施イベントのみで多母集団同時解析を行うこと
で、母集団ごとの実施イベントに対する評価と課題を抽出した。これらの分析より、以下のことがわかった。 
 
表6 年齢による多母集団同時解析時の総合効果 
 
表5 性別による多母集団同時解析時の総合効果の違い 
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(1)	 体験学習効果の娯楽交流性への変換の重要性	 
	 体験学習効果を娯楽交流性にうまく変換していくことの重要性が、実施イベントにおいては、仮想イベン
トの分析から明らかにされた以上に大きい。防災など深刻な目的の活動をその場の楽しみとしても体験でき
るようなゲーミフィケーションを図ることで、まちなかの小規模空地を日常から防災に関わる内容を学びな
がら地域交流を図ることのできるコミュニティひろばとして育てて行ける可能性が示唆された。同時に、事
前に仮想のイベントを用いたアンケートで参加意志を測る場合にも結果は一定の信頼性を持つが、そこで得
られる結果以上に「娯楽交流性」を高めることを心がける必要がある可能性が示唆された。 
	 
(2)	 男性に向けた娯楽交流性と女性に向けた体験学習効果の重要性	 
	 多くの住民に参加してもらうためには男性の参加者を増やすように娯楽交流性の効果が高いイベントを行
っていくことが重要である。また同時に、女性の参加者を増やすためには体験学習効果のあるイベントにし
ていくことが重要である。 
	 
(3)	 高齢者に向けた体験学習効果の重要性	 
	 高齢者の評価では体験学習効果を含んだイベントがより社会的に価値があると評価されやすく、そのこと
が「ちびっこひろば」での娯楽交流に強くつながるものであるとわかった。 
	  
	 以上、小規模広場でにおいて実施された防災を含むイベントに対する近隣住民の評価構造を明らかにした。
また、その分析結果の考察を通して京都市のちびっこひろばを小規模防災コミュニティ広場として運営する
際に、地域住民の参加意欲を向上させるために有効な知見を得ることができた。歴史都市京都の特徴でもあ
る木造密集市街地の景観を生かした防災対策に生かされていくことを期待する。 
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ある。本研究のデータ収集にもご協力いただいたこれらの皆様に対して、記して感謝を申し上げる。 
 
注釈 
注1）対象敷地は水谷ら（2010）が分類した周辺防災性が比較的低いとされる密集住宅地型に属し、「近くに避難できる
空き地がない」「CHにアクセスする公共の経路が存在する」「実勢面積が100㎡以上」の3つの条件によって絞り
込まれた、絞込まれたCHである。さらに實方ら（2011）の住民意識調査から複数のイベントに対して積極的で実
質的な回答を得られると判断できることから、五味ら（2013）がこのCHを対象地とした。経年比較を可能とする
ために本研究でもこれを引き継いでいる。 
注2）「壬生オアシスガーデンカフェクラブ」は、下京区による「「市民が主役のまちづくり」サポート事業」の平成26
年度補助対象事業である。 
注3)  GFI、AGFIはともに0.9以上で説明力があることを示す。RMSEAは0.05未満で最良であり、0.05以上0.1未満はグレ
ーゾーンを示す。 
注4）「体験学習効果」から「参加意欲」の場合、直接効果は0.12。間接効果は「体験学習効果」から「娯楽交流性」へ
の係数0.56と「娯楽交流性」から「参加意欲」への係数0.52の積であり、0.56×.0.52＝0.29である。総合効果は直接
効果と間接効果の和であるので0.12+0.29＝0.41となる。 
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